
 

議会制度検討特別委員会[作業部会]資料 

平成 24 年 2 月 16 日 

作業課題 

なぜ奈良市議会において議会基本条例が必要であるかを検討する資料の作成 

（解説） 

 ○先進自治体における議会基本条例の前文を参考とし、奈良市議会の問題点を洗い出す。 

○対比することや広瀬教授からご指導頂いた条例の必要性などを取りまとめること。 

○次回の委員会において必要性を明確とすること。 

○条文の前文や目的条項の根拠となるものを検討できる資料を作成する。 

○各自治体において条例制定の必要性が生じた経緯や背景まで何らかの資料する。 

 

議会制度検討特別委員会設置時の趣旨から 

平成２３年６月定例会(07 月 01 日) 

≪議会制度検討特別委員会の設置についての提案趣旨御説明≫ 

 国による地方自治制度の改革が行われ、①地方分権時代にあって地方公共団体の権能や機

能が拡大する中で、議会の果たすべき役割と責任は一層重要なものになっている。②地方へ

の期待が高まる一方で、③議会制度の改革もその必要性が認識され、全国的な流れとなって

いる。 

 本市議会としても、議員、議会が果たしている役割をより④市民にわかりやすく伝え、見

える制度とすることが必要であると考える。 

  

 

①地方分権時代→地方公共団体の権能や機能が拡大 

②地方への期待が高まる 

→多様化する市民ニーズの把握（議会報告、意見交換会） 

③議会制度の改革もその必要性 

→議員資質の向上（議案の委員会付託、政策提言、政策立案） 

                     

     機能の充実強化    

④市民にわかりやすく伝え、見える制度 

→議会だよりの充実、ＨＰの活用、ネット中継等 

 

開かれた議会、公平性、透明性  これまで以上の監視の強化  

              

※一部議長選挙に係わる不祥事発覚 

→信頼の回復  「奈良市議会議員政治倫理条例」の改正 
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